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表紙 令和４年２月 令和５年５月

1

➀これまでの取組
【国】

【県】令和元年度で佐伯土木管内の土砂災害のおそれがある約３千箇所の
基礎調査が完了し、令和２年度までに土砂災害警戒区域等の指定完了。

今後の取組
【県】中小河川（38河川）

➀これまでの取組
【国】浸水ナビ（検索した地点の浸水シミュレーションを電子地図上で確
認できるシステム）公表
 
【県】R2より高精度な地形データ（DEMデータ）を用いて、危険箇所以外の
土砂災害のおそれのある箇所を抽出し、土砂災害警戒区域等の調査・指定
を実施中。

今後の取組
【県】中小河川（50河川）

2

➁これまでの取組
　H31年度～作成中

➁今後の取組
・土砂災害ハザードマップの作成、配布（H30～R4年度、全地域完成予定）

➁これまでの取組
　H31年度～R5完了

➁今後の取組
・土砂災害警戒区域等の新規・変更指定に併せて、土砂災害ハザードマッ
プを随時作成、配布

2

③これまでの取組 ③これまでの取組
【県】洪水浸水想定区域内に所在する要配慮者利用施設を対象に、県社会
福祉協議会と連携した避難訓練支援を実施。

3

④これまでの取組
　R3年年度の実施状況

④これまでの取組
　R4年年度の実施状況   地区数、参加人数の更新

4

➄令和３年度の防災教育の現状
【市】
　令和３年度は、保育園４園、小学校８校、中学校４校、高校２校にて防
災講話を実施した。（Ｒ．４．　１．７現在）
【県】
（１）令和３年度は鶴岡小学校ほか６校を訪問し、防災教室を実施した。
　　 洪水・土砂災害ハザードマップを使った防災街歩き、防災タイムライ
ン、防災VRを用いた学習等を行った。
【国】
（１）令和３年度 切畑小学校、佐伯南中学校、鶴谷中学校、佐伯豊南高校
に近年の出水状況報告、河川情報の入手方法、防災カーゲー ム、洪水ハ
ザードマップの活用方法、マイタイムライン作成等の川の防災 教育を実
施。

➄令和４年度の防災教育の現状
【市】
　令和４年度は、保育園３園、小学校8校、中学校3校、高校１校、支援学
校1校にて防災講話を実施した。　（Ｒ．５．３．３１現在）
【県】
（１）令和４年度は鶴岡小学校・佐伯南中学校において、国・県・市協働
で防災教室を実施した。ハザードマップを用いた図上訓練や、防災タイム
ラインの作成などの学習を行った。
【国】
（1）令和４年度　鶴岡小学校４年生（約100名）対象に国・県・市・河川
協力団体と連携し、「マイ・タイムライン」作成、防災情報の入手方法、
洪水ハザードマップの活用等の川の防災教育を実施。

4

➅これまでの取組（継続）
【市】地区防災講話。
【市】地元住民、関係機関による防災パトロール。（R3年度は中止）�
【市】防災講演会。（R3.9.29）
【市】防災士養成研修。（R3.12.18～ 19  R4.2.19～20)

【県】防災士養成研修。 （R3.12.19,R4.2月予定)

➅これまでの取組(継続)
【市】地区防災講話。（R4年度8回）
【市】地元住民、関係機関による防災パトロール。（R4.5.25）�【市】防
災講演会。（R5.3.10）
【市】防災士養成研修。（R4.12.3～4  R5.2.11～12)

【県】防災士養成研修。 （R4.12.3~4)

5
➆線状降水帯予測の取り組みの図表示 線状降水帯予測の取り組みの図表示更新

6

⑧マスコミとの意見交換会
写真及び日付

写真及び日付の変更

7

⑪これまでの取組 ⑪これまでの取組
３時間先の予測水位による氾濫危険情報を発表（令和４年６月１３日～ ）
次頁にイメージ図を追加

9
(10)

⑫HP等にて発信している防災情報の充実
気象台これまでの取り組み
・気象庁HPをリニューアル
今後の取り組み
洪水予報キキクル
国これまでの取組

⑫HP等にて発信している防災情報の充実
気象台のこれまでの取り組み
・気象庁HPを随時リニューアル
洪水予報キキクルと水害リスクライン統合表示に変更

国これまでの取組
・多段階の浸水想定図及び水害リスクマップの公表【R4.4.28】

9
(10)

・県のホームページに“大分防災ポータル”の ページを設け、
 各種気象情報や災害情報を掲載中。

・県のホームページに“おおいた防災ポータル”の ページを設け、
 各種気象情報や災害情報を掲載中。

10
(11)

現状の取組　【市】 現状の取組　【市】SNS　追記

10
(11)

⑭防災行政ラジオの希望世帯全戸配布
（R3.11末現在・申請率68.6%）

⑭防災行政ラジオの希望世帯全戸配布
（R4.12末現在・申請率71.6%）

12
(13)

⑯洪水対応情報伝達演習の実施
洪水対応演習R3.5.11

⑯洪水対応情報伝達演習の実施
洪水対応演習R4.5.10

番匠川圏域大規模氾濫減災協議会（資料－３）

修正箇所対比表

佐伯南中学校にて地震津波の図上訓練・各班発表 鶴岡小学校にて「マイ・タイムライン」づくり
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修正箇所対比表

12
(13)

⑰ホットラインの連絡訓練
洪水対応演習R3.5.11

⑰ホットラインの連絡訓練
洪水対応演習R4.5.10

12
(13)

⑲タイムラインの作成【市、県：～Ｒ３年度】 ⑲タイムラインの作成【市、県、国：～R４年度】
・流域タイムライン作成済（R5.1.20）

14
(15)

20【市・（県、（国）：～Ｒ３年度）】

21【市・（県、（国）：～Ｒ３年度）】
21今後の取組
　令和３年度

20【市・（県、（国）：Ｈ３０年度～）】

21【市・（県、（国）：Ｈ３０年度～）】
21今後の取組
令和５年度

17
(18)

〇現状の取組
佐伯市水防団（消防団）（R3.4.1現在）、61分団1,622名（うち女性26名）
佐伯市内自主防災組織 （R3.4.1現在）組織数304  結成率91.5%（結成済み
地区337地区／全368地区）

〇現状の取組
佐伯市水防団（消防団）（R4.4.1現在）、61分団1,540名（うち女性16
名）。
佐伯市内自主防災組織 （R4.4.1現在）組織数307  結成率92.4%（結成済み
地区340地区／全368地区）

18
(19)

現状の取組
・R1.5.26水防訓練
・R1.5.30水防連絡会

現状の取組
・R4.5.22水防訓練
・R4.6.24水防連絡会

19
(20)

28これまでの取組（継続）
（R3年度は新型コロナウイルス感染防止のため中止）

28これまでの取組（継続）
（R4年度は５月２２日実施）

20
(21)

29これまでの取組（継続）
・トップセミナー(R3.6.3)
・重要水防箇所等の共同点検の実施。
Ｒ３年度は中止コロナの影響により書面開催を実施。

29これまでの取組（継続）
・トップセミナー(R4.6.7)
・重要水防箇所等の共同点検の実施。
Ｒ４年度は水防連絡会（R4.6.24）時に机上（現地写真）にて実施。

23
(24)

これまでの取組
【県】簡易型河川監視カメラ（１１基）を令和４年３月末までに設置予
定。

今後の取組
【県】簡易型河川監視カメラ（１１基）を令和４年３月末までに設置予
定。

これまでの取組
【県】簡易型河川監視カメラ（１１基）を令和４年３月末までに設置済
み。（※今後の取組⇒これまでの取組（継続）へ）

( )：R5.5
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